
＜別紙1＞本トライアルの実施イメージについて 

 

 ○教室に電子黒板・1人1台のタブレット・無線LAN環境等を用意 

○協働学習の仕組みとしてNTTLSの授業支援アプリケーション「テックキャンバス」を、個別

学習の仕組みとしてすららネットの「すらら」を活用（いずれもクラウド環境にて提供） 

 ○授業では、「すらら」の学習結果を踏まえた発展的な協働学習を実践し、知識定着のみならず、

思考力・表現力も含めた総合的な学力向上や教員による多面的な指導の実現を目指す 
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【例 2】基礎習熟を前提とした応用

問題等に取組み、「テックキャンバ

ス」を活用して発表。異なる回答

等を比較するなどクラス全体で共

有・学び合い 

【例 1】グループ内の学び合いの後、

「テックキャンバス」を活用してグ

ループの学習成果をクラス全体で

共有・学び合い 
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電子 
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【その他の想定利用シーン】 

・「すらら」の学習履歴に基

づく習熟度別グループ編

成による、グループ学習で

の学び合いや「テックキャ

ンバス」を活用した発表 

・「テックキャンバス」を活

用して指定した自学習テ

ーマに基づき「すらら」に

よる自学習を推進 

    

授業支援アプ
リケーション 
「テックキャ
ンバス」 
（協働学習） 

 

次のグループ学習
では習熟度（正答
率）が異なる生徒を
組み合わせて、学び
合いを促すテーマ
（ワークシート）を
提示しよう！ 

①利用 ②学習状
況の確認 

③ワーク 
シート 
の作成 

④ワーク 
シート 
の活用 

生徒のタブレット

にワークシート 

を配布／回答を 
電子黒板へ提示 

 

[すらら学習履歴画面] 
氏名 正答率 学習時間 

  A   30％    35分 
  B   95％    25分 

   C   40％    40分  

   D   88%    30分 
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